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に

第

一
章

文
様

の
諸
相

一
、
蜀
江
錦

の
文
様

二
、
中
国
敦
煙
莫
高
窟

に
お
け
る
格
子
文
様

の
変
遷

三
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

に
み
る
錦
文
に
つ
い
て

四
、
類
裂
に
よ
る
文
様

の
変
遷

a
、
格
子
蓮
華
文
錦

b
、
獅
子
鳳
文
錦

第
二
章

蜀
江
錦
の
渡
来
年
代

第
三
章

蜀
江
錦
の
使
用
法

お
わ
り
に

　ユ
　

法
隆
寺
伝
来
の
赤
池
の
複
様
平
組
織
の
経
錦
三
種
は
、
一
般
に
蜀
江
錦
と
呼
ば

　　
　

　
ユ

　
　

　
ヨ

れ
る
。
こ
の
三
種
と
は
格
子
蓮
華
文
錦

・
獅
子
鳳
文
錦

・
亀
甲
唐
草
又
錦
で
あ
る
。

こ
の
三
種
に
共
通
す
る
特
色
は
、
第

一
に
鮮
や
か
な
赤
地
に
染
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
第
二
に
赤
に
加
え
て
黄

・
黄
緑

・
白

・
黒

・
青
の
染
糸
を
経
錦
独
特
の
縞
状

に
配
し
、
変
化
の
あ
る
美
し
い
色
調
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
蜀
江
錦
は
、
法
隆
寺
の
他
に
、
東
京
国
立
博
物
館

・
正
倉
院
に
所
蔵
さ
れ

　ヨ
　

る
以
外
に
、
民
間
の
美
術
館
に
も
残
裂
が
存
在
す
る
が
、
も
と
も
と
は
法
隆
寺
所

　る
　

蔵
の
も
の
が
流
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

蜀
江
錦
に
つ
い
て
は
、
遺
品
が
多
く
現
存
し
、
西
域
か
ら
も
類
裂
が
出
土
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
第

一
は
名
称
の
由
来
で
あ
る
。

格
子
蓮
華
文
錦

・
獅
子
鳳
文
錦

・
亀
甲
唐
草
文
錦
三
種
を
称
し
て
蜀
江
錦
と
呼

一1一



ぶ
由
来
は
、
中
国
の
漢
代
以
降
、
蜀

(現
在
の
四
川
省
)
が
錦
の
産
地
と
し
て
有

　ら
　

名
で
特
に
赤
染
が
美
し
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
西
村
兵
部
氏
に
よ

る
と

「
法
隆
寺
の
赤
地
錦
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
蜀
江
錦
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
名
物
裂

へ
の
関
心
の
深
ま
り
に
従

っ
て
呼
び

　
　
　

な
ら
わ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」と

い
う
。
ま
た
前
田
雨
城
氏
は
、

「中
国
の
蜀
地

方
で
作
ら
れ
た
と

い
う
意
味
で
は
な
く

、
動
物
や
植
物
の
形
と
、
そ
の
文
様
に
含

ん
で
い
る
も
の
を

一
般
に
蜀
江
錦
と
呼
称
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
現
在
の
呼
称
で
、

日
本
古
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
名
称
は
な
か

っ
た
も
の
。」と
し
て
い
る
。

蜀
江
錦
の
名
称
は
、
具
体
的
な
錦
の
研
究
が
進
む
以
前
は
ど
れ
も
不
安
定
で
あ

り
、
格
子
蓮
華
文
錦
も
太
子
間
道
と
称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
蜀
江
錦
以
外
の
錦

も
文
献
に
よ
り
名
称
が
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
錦
の
名
称
が
後
世
の
人
々

に
よ

っ
て
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

法
隆
寺
伝
来
の
上
代
裂
の
中

に
は
、
四
騎
獅
子
狩
文
錦

・
広
東
錦
と
よ
ば
れ
る

も
の
が
あ
る
。

　　
　

四
騎
獅
子
狩
文
錦
は
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
影
響
を
色
濃
く
伝
え
る
中
国
伝

来
の
錦
で
あ
る
。
こ
の
錦

の
場
合
は
、
色

で
も
産
地
で
も
な
く

、
文
様
に
よ

っ
て

そ
の
名
称
を
得
て
い
る
。

　　
　

広
東
錦
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
、
法
隆
寺

の
幡
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か

に
三
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
俗
に
太
子
間
道
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
広
東
と

い
う
地
名
が
名
称
の
由
来
に
ど
う
か
か
わ

っ
て
い
る
の
か
、
定
説
が
な
い
。
し
か

し
、
文
様
は
ど
れ
も
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
蜀
江
錦
を
除
く
他
の
錦
は
、
文
様
に
基
づ
く
名
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、

広
東
と
い
う
地
名
を
負
う
広
東
裂
で
さ
え
、
共
通
す
る
同
類
の
文
様
を
も

っ
て
い

る
。
文
様
の
異
な
る
三
種
を

一
つ
に
ま
と
め
て
同

]
の
名
称
を
共
有
す
る
錦
は
、

蜀
江
錦
以
外
に
は
な
い
。

そ
れ
で
は
蜀
江
錦
と
い
う
名
称
は
、
い
つ
、
何
を
基
準
と
し
て
起
こ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

漢
代
に
お
い
て
、
錦
は
則
ち
嚢
色

(魏
)
で
織
り
上
げ
た
布
と
い
う
観
念
が
あ

っ

勉

三
国
時
代
に
入

っ
て
始
ま

っ
た
蜀
の
錦
を
蜀
江
錦

(蜀
錦
)
の
名
で
も

っ
て

世
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
蜀
が
赤
染
に
、
蜀
の
特
産
と
し
て
裏
色
に
対
抗
で
き
る

大
い
な
る
自
信
を
も

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
決
し
て
後
世
の
名
物
裂
の
影
響
か

ら
で
は
な
い
と
い
え
る
。

ま
た
、
唐
の
臼
居
易
の

『
白
氏
長
慶
集
』
に

「
蜀
成
都
有
濯
錦
之
江
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
名
物
裂
以
前
に
蜀
錦
と
い
う
名
詞
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。

　　
　

　　
　

と
こ
ろ
で
、
蜀
江
錦
の
江
の
字
を
虹

・
紅
に
置
き
か
え
て
、
蜀
虹
錦

・
蜀
紅
錦

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
揚
子
江
上
流
の
錦
江
で
濯

っ
た
赤
染
が
特
に
美
し
い
と

さ
れ
る
か
ら
、
蜀
江
錦
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
赤
染
こ
そ
蜀
江
錦
の
象
徴

で
あ
り
、
格
子
蓮
華
文
錦

・
獅
子
鳳
文
錦

・
亀
甲
唐
草
文
錦
の
三
種
の
異
な
る
文

様
は
、
当
時
の
注
文
に
応
じ
て
様
々
に
製
作
さ
れ
た
数
多

い
文
様
の

一
部
分
に
す

ぎ
な
い
と
考
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
蜀
江
錦
と
い
う
固
有
名
詞
は
、
す
で
に
三
国
時
代
よ
り
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
法
隆
寺
伝
来
の
三
種
の
錦
も
、
赤
染
で
評
判
の
蜀
の
錦
で
あ

っ
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た

か

ら

こ
そ

、

で
あ

ろ

う

。

文
様
は
三
種
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が

「蜀
江
錦
」
と
総
称
さ
れ
た
の

第

一
章

文

様

の

諸

相

、
蜀
江
錦
の
文
様

　
ユ

三
種

の
文
様
の
中
で
蜀
江
錦
の
代
表

と
さ
れ
る
も
の
は
格
子
蓮
華

又
錦
で
あ
る
。

小
さ
な
格
子
文
様
の
連
続
で
、
格
子
と
格
子
の
交
わ
り
に
小
花
文
を
配
し
、
格
子

内
は
連
珠
文
で
囲
ん
だ
蓮
華
文
を
中
央

に
、
四
隅
は
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
で
、
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
大
小
二
種

類
あ
り
、
大
型
の
文
様
の
方
が
小
型
の

も
の
よ
り
遺
品
が
多
い
。

第

二
種
の
獅
子
鳳
文
錦
は
、
パ
ル
メ
ッ
ト
を
連
珠
で
囲
ん
だ
円
文
の
中
に
、
そ

れ
ぞ
れ
対
に
な

っ
た
獅
子
と
鳳
を
交
互
に
配
し
、
副
文
と
し
て

一
対
の
馬
と
鹿
を

置

い
て
い
る
。

(図
2
)

最
後
の
亀
甲
唐
草
文
錦
は
、
亀
甲
を
形

ど
る
唐
草
文
様
で
、
亀
甲
の
中
に
相
対

す
る
花
文

・
動
物
文
を
配
す
る
。

(図

3
)

　レ
　

第

一
種

の
蓮
華
文
様
は
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
思
想
に
基
づ
く
聖
な
る
花
で
あ
り
、

　
の
　

ま
た
格
子
文
様
は
仏
座
を
意
味
す
る
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
格
子
蓮
華

文
錦
は
、
仏
教
美
術
の
産
物
と
い
え
る
。

第
二
種
の
文
様
に
見
ら
れ
る
、
向

い
合

う
動
物
を
連
珠
で
囲
む
手
法
は
、
サ
サ

ン
朝
の
美
術
品
に
数
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
中
国
で
も
連
珠
文
様

　
レ
　

が
流
行
し
た
。
西
域
で
も
連
珠
文
錦
が
数
多
く
出
土
し
、
そ
の
様
子
が
う
か
が
え

三
番
目
の
唐
草
文
様
は
葡
萄
唐
草
文
と
し
て
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
寺
院
の
装
飾

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
古
代
イ
ラ
ン
に
お
い
て
も
葡
萄
唐
草
文
に
対
す

　　
　

る
信
仰
は
多
く
の
美
術
品
か
ら
う
か
が
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
蜀
江
錦
三
種
の
文
様
は
、
い
ず
れ
も
西
方
色
が
大

へ
ん
強

い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
様
の
す
べ
て
が
西
域
か
ら
伝
来
し
た
と
は

い
え
な
い
。

文
様
の
中
に
は
中
国
の
伝
統
的
な
思
想
も
受
け
つ
い
で
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
、
中
国
の
蓮
文
様
は
仏
教
伝
来
以
前
の
戦
国
時
代
に
そ
の
源
を
見
る
こ
と
が
で

　レ
　

き
る
。
唐
草
文
様
に
お
い
て
も
同
様
で
、
中
国
古
代
の
伝
統
的
な

"気
"
の
思
想

　
　
　

が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
漢
代
の
染
織
文
様
に
は
雲
気
文
や
龍

　ゆ
　

文
を
抽
象
化
し
た
文
様
が
多
く
見
ら
れ
る
。

と
す
る
と
蜀
江
錦
の
文
様
は
、
中
国
に
お
い
て
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た

文
様
に
、
新
し
い
外
来
文
様
が
交
わ

っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
蜀
江
錦
の
中
で
と
く
に
格
子
蓮
華
文
錦
と
獅
子
狩
文
錦
を
あ
げ
、
そ
の

文
様
で
あ
る
格
子
文
様
と
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
の
変
遷
、
そ
し
て
類
裂
と
の
比
較
を

　
の
　

進

め

て

み

よ

う

。
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二
、
中
国
敦
煙
莫
高
窟
に
お
け
る
格
子
文
様
の
変
遷

染
織
品
に
お
け
る
格
子
文
様
は
、
現
存
す
る
古
代
の
錦
の
中
で
は
連
珠
円
文
や

唐
草
文
様
と
比
べ
て
は
る
か
に
少
く
、
蜀
江
錦
以
外
に
あ
ま
り
見
な
い
。
そ
こ
で
、

絵
画
の
中
の
染
織
品
の
文
様

、
中
で
も
敦
煙
莫
高
窟
に
見
ら
れ
る
格
子
文
様

の
変

遷
を
追
う
。

中
国
敦
煙
莫
高
窟
に
は
、
北
涼
か
ら
元
時
代
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

特
徴
を
表
わ
す
数
多
く

の
文
様
が
壁
画

に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
染
織
品

と
思
わ
れ
る
仏
像
の
衣
と
仏
座
背
後
の
壁
掛
に
注
目
す
る
と
、
格
子
文
様
が
最
も

盛
に
見
ら
れ
る
の
は
階
時
代
か
ら
初
唐

に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
敦
煙
莫

高
窟
に
お
け
る
格
子
文
様
の
初
期
の
例
を
あ
げ
て
み
る
。

ω
第
二
七
五
窟

、
西
壁
菩
薩
交
脚
像

(北
涼
)
仏
座
背
後
壁
掛

こ
の
壁
掛
の
文
様
は
白
地
に
格
子
を
黒
線
で
描

い
た
簡
単
な
も
の
で
、
格

子
と
格
子
の
交
わ
り
を
花
弁
の
よ
う

な
四
枚
を
置

い
て
い
る
。

ω
第
二
五
四
窟

、
前
室
部
北
壁
難
陀
出
家

因
縁
図

(北
魏
)
仏
像
衣

第
二
四
八
窟

、
前
室
部
北
壁
仏
説
法
図

(北
魏
)

第
二
六
〇
窟

、
前
室
部
北
壁
東
端
初
転
法
輪

(北
魏
)
仏
像
衣

　
　

第
二
八
五
窟
、
仏
座
背
後
壁
掛

(西
魏

)

黒
色

の
細
線
で
描
い
た
格
子
の
中
に
、
さ
ら
に
四
分
し
た
格
子
と
花
文

(円
文
)
を
交
互
に
配
し
た
文
様
で
、
北
魏
か
ら
西
魏
の
時
代

に
頻
敏
糸
に
み

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
い
ず
れ
も
簡
素
で
色
彩
が
少
な
い
。
ま
た
天
井
に
は
す
で
に

連
珠
の
文
様
が
見
ら
れ
る
が

、
こ
の
時
期
の
服
飾
に
は
ま
だ
連
珠
文
様
は
見
ら
れ

な
い
。

ω

・
ω
例
以
外
、
晴
時
代
以
前
の
格
子
文
様
は
、
壁
画
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
晴
時
代
以
前
の
仏
像
の
衣
に
は
、
格
子
文
様
に
限
ら
ず
、
文
様
自
体
が
殆

ど
見
ら
れ
な
い
。

晴
時
代
に
入
る
と
格
子
文
様
は
以
前
と
比
べ
て
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
ら

ω
第
四
二
七
窟
、
主
室
方
柱
東
面
仏
三
尊
中
菩
薩
像
衣

(晴
)

　
　

㈲
第
四
二
七
窟
、
主
室
方
柱
南
側
仏
座
像
中
尊
衣

(晴
)

赤
地
の
格
子
文
様

で
、
格
子
の
四

ッ
角
を
小
花
文
で
止
め
、
格
子
内
に
蓮

華
や
連
珠
円
文
を
配
し
て
い
る
。
色
彩
も
赤
地
に
白

・
青

・
緑
等
の
色
使
い

で
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
に
近
い
文
様

で
あ
る
。

ま
た
、
格
子
文
様

に
近
い
文
様
で
斜
め
45
度

に
交
差
し
た
菱
形
の
文
様
が
あ
る
。

こ
の
文
様
も
格
子
文
様
同
様

、
染
織
品
の
文
様
と
し
て
は
晴
時
代
以
降
に
盛
ん
に

な

っ
て
い
く
。

　
フ

㈲
第
四
二
七
窟
、
主
室
前
庭
北
壁
仏
三
尊

(晴
)

左
右
の
菩
薩
の
衣
文
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
と
く
に
向

っ
て
左
の
菩
薩
像

の
衣
文

の
斜
め
の
格
子
は
赤
地
で
、
格
子
の
中
は
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
と

同
じ
く
、
中
央
の
連
珠
で
囲
ん
だ
蓮
華
又
様
と
、
四
方
か
ら
の
び
る
パ
ル
メ
ッ

ト
文
様
が
あ
る
た
め
、
ま
さ
に
蜀
江
錦
と
見
ま
ち
が
う
程
で
あ
る
。

し
か
し
、
格
子
文
様
は
直
線
と
直
線
と
が
直
角
に
交
差
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
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る
か
ら
、
こ
の
斜
め
の
格
子
文
様
と
格
子
蓮
華
文
様
と
の
混
同
は
さ
け
る
べ
き
で

あ
る
。

晴
時
代
に
入
り
、
格
子
文
様
と
斜
め
格
子
文
様
に
付
随
し
て
盛
ん
に
見
ら
れ
る

文
様
に
、
連
珠
文
様
が
あ
る
。
こ
こ
で
斜

め
格
子
文
様
と
あ
わ
せ
、
連
珠
文
様
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

染
織
文
様
と
し
て
、
斜
め
の
格
子
文
様

は
、
晴
代
に
入

っ
て
、
ま

っ
た
く
新
し

く
出
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
む

し
ろ
中
国
の
古
く
か
ら
の
伝
統
の
再
現
と

も

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
染
織
品

は
、
近
年
の
考
古
学
発
掘
調
査
に
よ
り
、

長
沙
馬
王
権
や
楼
蘭
な
ど
の
他
、
遠
く

パ
ル
ミ
ラ
の
遺
跡
よ
り
数
多
く
出
上
し
、

　ね
　

広
く
各
地
に
伝
幡
し
た
中
国
の
染
織
技
術

の
水
準
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

漢
の
染
織
品
の
文
様

で
主
な
も
の
は
雲
文
菱
形
文
様
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。
中
で
も
菱
形
文
様
は
、
錦
だ
け
で
な
く
、
綾
織
物
に
お
い
て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

が
豊
富
で
あ
る
。
前
述
の
敦
煙
莫
高
窟

で
み
ら
れ
る
斜
め
格
子
の
よ
う
に
、
菱
形

を
連
続
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
に
、
花
文

や
動
物
文
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
や
、

菱
形
の
み
の
組
み
合
わ
せ
も
あ
る
。

　
　

ω

「羊
文
錦
」

(楼
蘭
出
土

・
東
漢
)

藍
地
に
黄
色
で
菱
形
文
様
と
、
菱
形
と
菱
形
を
止
め
る
花
文

、
菱
形
の
中

の

一
対
の
動
物

(羊
と
解
説
)
を
織
り
あ
げ
た
経
錦
で
あ
る
。

　
　

㈲
莫
高
窟
第
四
二
七
窟
、
南
壁
仏
西
側
菩
薩
衣

ω
同
様
、
藍
地
を
菱
形
に
区
切
り

、
菱
形
と
菱
形
は
花
文
で
結
ぶ
。
菱
形

の
中
に
、
鳳
鳳
と
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
菱
形
の
線
は
連

珠
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。

㈲

・
ω
は
、
配
色

・
文
様
の
形
式
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
た

っ
た

一
つ
の
違

い
は
連
珠
文
様
で
あ
り
、

一
対
の
動
物
文
や
花
文
に
、
さ
ほ
ど
違
い
は
な
く
と
も
、

晴
代
の
連
珠

の
存
在
は
、
漢
代
と
同
じ
文
様
に
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
る
。
こ
の

連
珠
文
様
は
、
敦
燈
莫
高
窟
の
染
織
品
以
外
の
壁
画
に
も
み
ら
れ
、
北
魏
の
天
井

装
飾
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
も
登
場
す
る
。
し
か
し
、
染
織
品
が
天
井
や
壁
画
装
飾

に
最
も
盛
ん
に
見
ら
れ
る
の
は
階
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
、
さ
ら
に
初
唐

へ
と
続

く
。

　
り

㈲
第
四
二
〇
窟
、
西
壁
内
南
側
菩
薩
裾

(晴
)

前
述
の
衣
文
の
よ
う
な
小
柄
な
連
珠
円
文
で
は
な
く
、
西
域
の
影
響
の
濃

い
、
大
粒

の
連
珠
円
文
で
あ
る
。
連
珠
円
文
の
中
に
は

「小
袖
の
長
抱
を
ま

と

っ
た
騎
馬

の
武
士
が
棒
を
も

っ
て
体
を
う
し
ろ
に
ま
わ
し
、
飛
び
か

っ
て

　の
　

く
る
猛
虎

に

一
撃
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
く
。」

莫
高
窟
に
お
い
て
、
西
域
色
の
強
い
大
粒
の
連
珠
文
様
が
、
階
代
に
な
っ
て
豊

富
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
全
国
統

]
を
果
た
し
た
晴
土
朝
の
盛
ん
な
仏
教

　お

　

保
護
と
、
西
域
経
営
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

聖
な
る
連
珠
に
狩
猟
文
や
端
祥
動
物
を
描
く
モ
チ
ー
フ
は
あ
き
ら
か
に
西
域
の
影

響
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
階
代
に
爆
発
的
な
流
行
を
み
た
の
も
、
国
家
の
保
護

な
く
て
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

㈲
第
四
〇

一
窟

、
頂
藻
井
部

(晴
)

ω
第
二
七
七
窟

、
西
壁
寵
楯
装
飾

(階
)
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両
者
と
も
に
大
粒
の
連
珠
文
様

の
中
に
、
花
文
動
物
文
様
ら
し
き
も
の
を

描
く
。
⑩

・
09
の
例
も
、
晴
王
朝
の
西
域
経
営
の
影
響
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
他
、
莫
高
窟
に
お
け
る
染
織
品
の
文
様
の
様
子
を
み
る
と
、
晴
末
唐
初
か

ら
盛
唐

へ
と
、
時
代
が
下
が
る
ご
と
に
、
ま
す
ま
す
文
様
の
種
類
が
豊
富
に
な

っ

て
い
く
の
が
わ
か
る
。

格
子
文
様
の
例
を
の
べ
る
。

ω
第
二
四
四
窟
、
北
壁
須
弥
檀
東
側
菩
薩
衣

(階
末
唐
初
)

㈱
第
五
七
窟
、
西
壁
北
側
菩
薩
衣

(初
唐

)

㈲
第
三
七
二
窟
、
南
壁
西
壁
阿
弥
陀
浄
土
変
相
図
菩
薩
裾

(初
唐
)

　
け

㈹
第
二

一
七
窟
、
西
壁
南
壁
大
勢
至
菩
薩
衣
文

(初
唐
)

い
ず
れ
の
格
子
文
様
も
、
晴
代
の
例
と
比
べ
て
か
な
り
細
か
く
な

っ
て
い

る
が
、
よ
り
精
密
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
連
珠
円
文
の
中
に
花
文
を
入

れ
る
パ
タ
ー
ン
は
見
ら
れ
な
い
。
細

か
な
格
子
の
中
に
は
、
ま
た
小
さ
な
幾

何
学
的
な
文
様
が
見
ら
れ
、
宗
教
性

の
な
い
装
飾
と
し
て
の
文
様
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
連
珠
円
文
の
中
に
花
文
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
を
追

っ
て
み
る
。

　
ほ

㈲
第
五
七
窟
、
南
壁
中
央
仏
説
法
図
右
脇
待
菩
薩
衣

(初
唐

)

㈲
第
二
二
〇
窟

、
南
壁
阿
弥
陀
浄
土
変
図

、
楽
人
の
褥
の
縁
ど
り

色
彩
は
よ
く
見
極
め
ら
れ
な
い
が

、
比
較
的
大
き
な
連
珠
円
花
文
が
連
な

り
、
副
文
と
思
わ
れ
る
四
ッ
葉
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
格
子

文
様
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
、
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
と
同
じ
く
、
格
子
に
連
珠
円
花

文
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
が
晴
代
に
み
ら
れ
、
初
唐
に
入
る
と
、
格
子
を
連
珠
円

花
文
が
別
々
に
離
れ
、
ま
た
別
の
系
統
の
文
様
に
変
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

ま
た
、
格
子
文
様
が
見
ら
れ
る
の
は
ほ
ぼ
初
唐
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は
格
子
の
な

い
大
柄
な
文
様
が
主
流
を
占
め
る
。

⑳
第

一
五
九
窟
、
西
壁
寵
内
南
壁
菩
薩
衣

(中
唐
)

と
く
に
上
衣
の
花
文
と
唐
草
文
様
は
、
晴
代
と
は
比
べ
よ
う
も
な
く
、
自

由
で
動
き
の
あ
る
表
現
で
表
面
を
隙
間
な
く
埋
め
て
い
る
。

　
お

㈹
同
窟
、
北
壁
菩
薩
裾

(中
唐
)

　ム
　

黒
地
に
繧
綱
彩
色
の
宝
相
華
文
様
の
連
続
で
あ
る
。
中
唐
の
典
型
と
も
い

え
る
文
様
で
、
晴
代
の
小
型
で
簡
単
な
花
文
は
見
る
影
も
な
い
。

敦
煙
莫
高
窟
に
お
い
て
晴
代
か
ら
初
唐
ま
で
格
子
文
様
な
ど
の
小
柄
な
文
様
が

流
行
し
、
そ
れ
以
後
大
柄
で
多
彩
な
文
様
に
変
化
す
る
と
い
う
現
象
は
、
実
際
の

織
の
技
術
と

]
致
す
る
。
小
柄
で
限
ら
れ
た
色
彩
し
か
使
用

で
き
な
い
経
錦
は
、

漢
代
に
そ
の
遺
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
晴
末
に
緯
錦
が
発
明
さ
れ
て
以
降

は
、
経
錦
よ
り
も
簡
単
で
、
色
と
文
様
を
自
由
に
操
る
こ
と
の
で
き
る
緯
錦
に
取

っ

て
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
敦
煙
莫
高
窟
に
お
け
る
文
様
の
変
遷
か
ら
格
子
文
様
と
連
珠
蓮
華
文
錦

は
、
晴
代
か
ら
初
唐
に
か
け
て
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
蜀
江
錦
に
最

も
近
い
文
様
が
、
晴
窟
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
格
子
蓮
華
文
様
の
流
行
は
晴
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代
を
考
え
た
い
。

三
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
に
み
る
錦
文

日
本
に
お
い
て
、
蜀
江
錦
の
文
様
を
判
定
す
る
資
料
と
し
て
、
法
隆
寺
金
堂
壁

　あ
　

画
の
錦
文
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
の
錦
文

に
つ
い
て
は
、
太
田
英
蔵
氏
の
調
査
結
果

　　
　

を
参
考
に
、
敦
燵
莫
高
窟
と
の
比
較
を
あ
わ
せ
て
、
蜀
江
錦
の
文
様
を
述
べ
た
い
。

太
田
氏
は
金
堂
壁
画
の
錦
文
中

、
次

の
文
様
を
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
と
し
て

い
る
。

　　

ω

一
号
壁
、
東
面
大
壁
中
尊
内
衣

・
桝

形
小
花
模
様

赤
地
を
長
方
形
に

一
列
に
区
切
り
、
連
珠
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
長
方
形

の
中
に
は
、
連
珠
円
花
文
を
中
央

に
、
四
角
を
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を
配
し
て

い
る
。
太
田
氏
は

「本
来
な
ら
ば
格
子
状
に
連
続
す
る
模
様
で
あ
る
。」と
し
、

金
堂
壁
画
中
、
唯

一
の
上
代
錦
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ス
タ
ー
ナ
墓
区
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
の
類
裂

の
年
代
を
、
隣
の

一
号
墓
出
土
の
乾
封

二
年

(六
六
七
)
の
墓
誌
か
ら
、
ほ
ぼ
そ

の
頃
と
み
な
し
、
法
隆
寺
で
も
格
子
蓮

華
文
錦
と
獅
子
鳳
文
錦
が
同
じ
幡
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
錦
は
高
宗

(
在
位
六
四
九

-
八
三
)
の
中
期
頃
に
緯
錦

と
平
行
し
て
行
わ
れ
た
経
錦
で
あ
る
こ
と
は
、
動
か
し
難
い
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
天
智
八
年

(
六
六
九
)
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
に
渡
唐
し
た
遣
唐
使
が
持

ち
帰

っ
た
も
の
、
と
し
て
い
る
。

太
田
氏
は
、
壁
画
の
錦
文
の
み
で
金

堂
の
建
築
を
持
統
期
末
頃
と
し
て
い
る
が
、

錦
文
の
み
で
は
金
堂
建
築
の
年
代
測
定
の
資
料
に
は
不
足
で
あ
ろ
う
。

他
の
太
田
氏
の
挙
げ
た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
錦
文
は
、
敦
煙
莫
高
窟
の
壁
画
で

は
晴
か
ら
初
唐
、
と
く

に
初
唐
の
時
代
の
も
の
が
多
い
。
格
子
の
な
い
、
連
珠
円

文
と
、
十
字
型
の
葉
の
組
み
合
わ
せ
は
、
初
唐
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
細

か
な
格
子

(市
松
)
の
中
に
幾
何
学
的
文
様
を
描
く
の
も
や
は
り
晴
末
初
唐
の
も

の
で
あ
る
。
氏
は
金
堂
壁
画
中
、
次
の
文
様
を
最
も
新
し

い
文
様
と
し
て
い
る
。

ω
北
面
右
小
壁
象
鞍
褥
内
部

・
結
弧
四
接
華
文

量
綱
彩
色
で

「
C
字
形
の
弧
の
両
端
を
接
し
て
華
文
と
し
て
い
る
。」
敦
燈

莫
高
窟
で
は
や
は
り
、
階
末
よ
り
姿
を
見
せ
は
じ
め
、
盛
唐

・
中
唐
で
、
盛

ん
な
量
綱
彩
色
の
宝
相
華
の
初
期
例
と
い
え
る
。

㈹
が
金
堂
壁
画
中

、
最
も
新
し
い
文
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
ω
は
最
も
古
様
の
文

様
で
あ
る
。
ま
た
初
唐
の
文
様
例
の
多
い
中
で
、
ω
が
格
子
蓮
華
文
錦
の
写
し
で

あ
り
、
金
堂
壁
画
を
初
唐
と
す
る
太
田
氏
の
説
は
、
蜀
江
錦
の
製
作

・
渡
来
年
代

を
、
初
唐
ま
で
に
下
げ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
類
裂
に
よ
る
文
様

の
変
遷

a
.

格
子
蓮
華
文
様

蜀
江
錦
の
製
作
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
そ
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、

西
域
出
土
の
蜀
江
錦
類
裂
で
あ
る
喩
)

ト
ル
フ
ァ
ン

・
ア
ス
タ
ー
ナ
か
ら
出
土
し
た
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
又
錦
類
裂
に
は
、

次
の
三
種
類
が
あ
る
。
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お

ω
開
蓮
三
葉
十
字
文
錦

(
六
六
七
年
墓
誌
同
伴
)

　
ぬ

㈹
団
花
文
錦
A

(墓
誌
な
し
)

　
　

㈲
団
花
文
錦
B

(
六
五
三
年
墓
誌
同
伴
)

い
ず
れ
も
赤
地
に
連
珠
で
囲
ん
だ
花
文
と
、
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を
配
す
る

が
、法
隆
寺
蜀
江
錦
に
あ
る
格
子
文
様
は
見
ら
れ
な
い
。

ト

ヨ
ク
出
土
の
類
裂
に
は
、
蜀
江
錦
と
全
く
同
じ
格
子
文
様
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　　
　

ω
開
蓮
格
子
錦

こ
の
錦
に
は
墓
誌
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
太
田
英
蔵
氏
は
、

「
ト
ヨ
ク

出
上
の
開
蓮
格
子
文
錦
は

ア
ス
タ

ー
ナ
出
土
の
団
花
文
錦
に
格
子
文
様
が

加
飾
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

、
そ
の
製
作
年
代
は
、
団
花
文
錦
よ
り
も
後
の
こ

と
で
あ
る
雌

と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
他
、
蜀
江
錦
と
同
類
で
は
な
い
が

、
近
い
文
様
例
が
ω
～
ω
同
様

ア
ス
タ
ー

ナ
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　
ね

㈲
連
珠

「貴
」
字
文
錦

(五
九
六

・
六
〇

四

・
六

一
七
年
墓
誌
同
伴
)

赤
地
に
重
り
合

い
な
が
ら
連
続

す
る
連
珠
円
文
の
中
に

]
対

の
孔
雀
と

「
貴
」
文
字
が
描
か
れ
、
副
文
に
は
連
珠

で
囲
ま
れ
た
小
形
の
花
文
が
あ
し

ら
わ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
類
裂
の
中

で
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
錦
は
㈲
連
珠

「貴
」
字
文
錦
で

あ
る
。
重
な
り
合

い
な
が
ら
連
続
す
る
連
珠
円
文
は
正
円
で
な
く
楕
円
形
で
、
連

珠
と
連
珠
の
重
ね
目
を
花
文
で
止
め
る
よ
う
な
文
様
は
、
中
国
北
朝
の
時
代
か
ら

新
し
く
見
ら
れ
る
図
案
の
特
徴
で
あ
る

。
そ
し
て
副
文
の
小
花
文
も
単
純
で
、
パ

ル
メ
ッ
ト
文
様
の
変
わ
り
に
菱
形
文
様
が
使
わ
れ
て
い
る
。

M

・
W

マ
イ
ス
タ
ー
氏
は
(逆
中
国
染
織
文
様
に
お
け
る
連
珠
円
文
」
の
中
で
、

サ
サ
ン
朝
よ
り
伝
来
し
た
連
珠
円
文
と
漢
代
の
綾
織
物
の
文
様
と
の
関
連
性
に
注

目
し
て
い
る
。
そ
し
て
連
珠
円
文
に
付
随
す
る
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
も
、
漢
文
に
お

い
て
は
菱
形
で
あ
り
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
動
物
文

・
植
物
文
様
に
次
第

に
変
化
し
て
い
く
様
を
述
べ
て
い
る
。
後
に
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
と
な
る
小
花
文
を

持

つ
唐
草
も
漢
代
に
至

っ
て
は
、
や
は
り
菱
形
文
様
で
あ
る
と
い
う
。
確
か
に
連

珠
円
文
を
も

つ
他
の
錦
織
の
文
様
を
見
て
も

、
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
は
時
代
が
下
が

る
に
従

っ
て
、
よ
り
複
雑
に
華
や
か
に
変
化
し
て
い
く
の
が
わ
か
る
『
)

㈲
連
環

「貴
」
字
文
錦
は
、
漢
代
か
ら
の
伝
統
を
持

つ
菱
形
と
西
形
の
特
色
を

も

つ
連
珠
円
文
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
初
期
の
文
様
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
で
織
ら

れ
、
西
域

へ
伝
わ

っ
た
も
の
で
、
錦
の
中
の

「貴
」
文
字
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

し
か
も
同
出
し
た
墓
誌
に
よ
り
、
こ
の
錦
が
北
朝
か
ら
晴
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
錦
の
文
様
の
変
化
が
こ
の
時
期
よ
り
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。こ

こ
で

一
つ
、
格
子
文
様

の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
の

㈲
万
格
獣
文
錦

(
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土

・
六
三

一
年
墓
誌
出
土
)

格
子
の
中
に
獅
子
、
象
、
牛
を
そ
れ
ぞ
れ

]
頭
ず
つ

一
列
に
入
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
列
は
赤

、
緑
、
黄
色
と
色
彩
を
変
え
て
い
る
。

蜀
江
錦
の
よ
う
に
、
格
子
と
格
子
を
と
め
る
花
文
や
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
は
見
ら

れ
な
い
が
、
格
子
文
様

の
見
ら
れ
な
い
類
裂
の
中
で
、
動
物
文
と
は
い
え
、
格
子
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文
様
の
存
在
は
見
の
せ
な
い
。

動
物
文
様
を

一
列
に
並
べ
た
錦
は
正
倉
院
裂
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

　
れ

ω
紫
地
象
文
錦

損
傷
が
は
な
は
だ
し
く
、
縦
に
並
ぶ
象
三
頭
の
み
し
か
文
様
の
様
子
は
わ

か
ら
な
い
が
、

「裂
の
右
端
に
宝
珠
状
の
文
様
が
わ
ず
か
に
覗

い
て
い
て
、

別
の
文
様
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
」
ま
た
、
象
は
漢
代
以
来
の
文
様
で
は

あ
る
が
、
象
の
背
の
上
の
蔵
手
飾
り

よ
り
西
方
の
樹
下
動
物
系
図
案
の
形
式

か
ら
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
『
)

　
の

㈲
獅
噛
文
長
斑
錦

「
中
国
古
代
装
飾
の
聾
甕
文
様
を
想
起
さ
せ
、
経
錦
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ

　お
　

せ
、
中
国
固
有
の
図
案
意
匠
を
踏
襲
す
る
の
も
の
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
獅

噛
文
様
は
上
下
左
右
に
連
な
り
、
格

子
文
様
は
な
い
が
、
㈲
方
格
獣
文
錦
の

よ
う
に
縦
の
列
を
、
赤
、
緑
、
標

、
淡
紫
と
配
色
を
変
え
て
い
る
。
パ
ル
メ
ッ

ト
文
様
な
ど
の
副
文
は
見
あ
た
ら

な
い
。

㈲

.
ω
の
よ
う
な
、
縞
状
に
配
色
を
変
え
、
錦
の
表
面
に
変
化
を

つ
け
る
の
は
、

経
錦
特
有
の
手
法
で
限
ら
れ
た
色
彩
と
小
さ
な
文
様
し
か
表
す
こ
と
の
で
き
な
い

技
術
上
の
制
約
の
中

で
の
工
夫
で
あ
る

。

　
お

㈲
雲
気
動
物
文
錦

(
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土

・
五
六
七
年
墓
誌
同
伴
)

こ
の
錦
は
、
漢
代
に
よ
く
み
ら
れ
る
雲
気
文
と
動
物
文
を
あ
わ
せ
た
文
様

で
、
緑
、
黄
、
赤
の
縞
状
の
配
色
が
見
ら
れ
、
漢
代
の
伝
統
を
そ
の
ま
ま
伝

え
て
い
る
よ
う
だ
が

、
漢
代
の
錦
と
は
あ
き
ら
か
に
様
子
が
違
う
。
同
じ
文

様
で
も

、
漢
代
の
混
沌
と
し
た
、
複
雑
か

つ
細
か
な
、
神
秘
的
と
も
い
え
る

文
様
と
ち
が

い
、
雲
気
文
も
動
物
文
も
形
式
的
で
は

っ
き
り
と
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
文
様
は
、
動
物
文
様

で
も
、
連
珠
に
囲
ま
れ
た
主
文
と
、
パ
ル
メ
ッ

ト
文
様
な
ど
の
副
文
と
組
み
合
わ
せ
る
ペ
ル
シ
ア
風
の
文
様
の
型
は
で
き
て
は
い

な
い
が
、
と
く
に
㈲
は
、
漢
代
の
文
様
を
も
ち
な
が
ら
、
漢
の
様
式
か
ら
西
域
風

へ
と
変
化
を
途
げ
る
過
程
の
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。

㈲
の
格
子
に
獣
文
様
は
、
㈲
の
文
様
が

、
さ
ら
に
発
達
し
た
と
こ
ろ
の
文
様
と

考
え
る
。
未
だ
に
連
珠
文
様
や
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
な
ど
の
装
飾
は
見
ら
れ
な
い
が
、

㈲
の
雲
気
文
は
姿
を
消
し
、
変
わ
り
に
格
子
が
画
面
を
区
切

っ
て
い
る
。

次
に
ω
～
ω
の
類
裂
を
比
較
す
る
上
で
、
㈹
と
同
類
の
錦
を
正
倉
院
宝
物
の
中

か
ら
挙
げ
る
。

　
ガ

㈲
赤
地
小
花
連
珠
文
錦

　
　

ω
赤
地
花
連
珠
文
錦

両
者
と
も
赤
地
で
ω
～
㈹
同
様
、
連
珠
円
花
文
様
と
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を

連
続
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
類
裂
よ
り
、
ω

・
㈹

・
ω
か
ら
、
㈹

・
⑩
へ
、
そ
し
て
ω

へ
と
主
文

の
蓮
華
文
様
と
副
文
の
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
両
方
が
発
達
し
、
よ
り
華
や
か
に
変
化

し
て
い
く
の
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
の
変
化
過
程
後
の
、

]
つ
の
完
成
さ
れ
た
作
品
を
み

よ
う
。

パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
の
最
も
華
麗
な

一
例
に
、
法
隆
寺
伝
来
の
四
騎
獅
子
狩
文
錦
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が
あ
る
。
以
前
は
六
枚
程
の
花
弁
し
か
持

た
な
か

っ
た
小
花
文
も
、
こ
こ
で
は
十

二
枚
と
厚
み
を
増
し
て
連
珠
を
伴

い
、
四
方

へ
伸
び
る
パ
ル
メ
ッ
ト
も
、
繊
細
か

つ
華
麗
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
技
法
は

、
緯
錦
の
成
せ
る
技
で
あ
る
が
最
高
傑

作
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

類
裂
の
文
様
の
中
で
、
法
隆
寺

の
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
の
位
置
を
考
察
す
る

と
、
漢
代
の
混
沌
と
し
た
文
様
が
、
西
域

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
徐
々
に
変
化
し
、

㈲

・
㈲
の
過
程
を
踏
ま
え
た
後
の
、
し
か
し
唐
代
の
整
然
と
し
て
、
し
か
も
華
麗

な
作
風
に
は
及
ば
な
い
の
で
、
そ
の

]
歩
手
前
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
連
珠
蓮
華

文
様
の
中
で
は
、
㈲

・
㈲

・
⑩
以
前
の
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ω

・
㈲

.

ω
の
グ
ル
ー
ー
プ

の
中
で
も
、
太
田
英
蔵
氏
の
ω
は
ω

・
ω
よ
り
後
世
の
作
品
で

あ
る
と
の
説
と
は
反
対
に
、
法
隆
寺
蜀
江
錦
と
ト
ヨ
ク
出
土
の
ω
開
蓮
格
子
文
錦

の
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
が
、
四
騎
獅
子
狩
文
錦
の
傑
作
に
近
づ
く
過
程
で
、
格
子
は

む
し
ろ
邪
魔
な
存
在
と
な
り
、
格
子
を
取
り
除
く

こ
と
に
よ

っ
て
パ
ル
メ
ッ
ト
文

様
は
ま
る
で
自
由
に
手
足
を
伸
ば
す
よ
う
に
華
麗
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
推
測
す

る
。
そ
し
て
連
珠
は
大
き
く
な
り
、
連
珠

の
中
の
蓮
華
文
様
も
、
よ
り
華
や
か
な

宝
相
華
文
様
や
唐
花
文
様
、
牡
丹
唐
草
文
様

に
移
り
変
わ

っ
て
い
く
。

ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
の
㈹
団
花
文
錦
と
正
倉
院
ω
赤
地
花
連
珠
文
錦
は
、
他
の
類

裂
が
経
錦
で
あ
る
の
に
対
し
て
緯
錦
で
あ
り
、
格
子
蓮
華
文
様
が
格
子
を
取
り
除

い
て
発
達
し
て
い
く
過
程
と
織
の
技
術
が
経
錦
か
ら
緯
錦

へ
と
移
り
ゆ
く
過
程
と

が
同
時
代
で
あ
る
と
こ
ろ
の
作
品
例
で
あ
る
と
考
え
る
。

法
隆
寺
伝
来
の
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦

の
製
作
年
代
は
、
墓
誌
の
同
伴
し
て
い

な
い
ト
ヨ
ク
出
土
の
ω
開
蓮
格
子
文
錦
同
様

、
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
㈲
団
花
文
錦
同

伴
の
墓
誌
年
六
五
〇
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

b
.

獅
子
鳳
文
錦

蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
は
格
子
蓮
華
文
錦
同
様
ア
ス
タ
ー
ナ
よ
り
類
裂
の
出
土
を

み
る
。

　
め

b
l
ω
赤
地
連
珠
双
鳳
獣
文
錦

赤
地
に
連
珠
円
文
が
描
か
れ
、
連
珠
円
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
獅
子
と
鳳
の

対
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
副
文
に
も

一
対
の
鹿
と
馬
ら
し
き
動
物
の

文
様
が
あ
る
。
文
様
だ
け
で
な
く
、
赤
、
白
、
黄
緑
を
組
み
あ
わ
せ
た
配
色

は
、
蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
と
類
裂
b
ー
ω
は

]
つ
の
錦
の
中
に
、
獅
子
と
鳳
の
二
種

類
が
同
居
し
て
い
る
が
他
の
錦
の
中
に
は
、
蜀
江
錦
と
同
じ
文
様
で
、
鳳
の
み
が

み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
れ

b
I
ω
連
珠
孔
雀
文
錦

(
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土

・
六
四
〇
年
墓
誌
同
伴
)

赤
地
に
紺
の
連
珠
円
文
の
中
に

一
対
の
鳥
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
孔
雀
と

名
づ
け
ら
れ
て
い
る
が

、
蜀
江
錦
及
び
b
I
ω
の
鳳
と
同
じ
姿
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
覆
面
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
錦
文
の
全
体
は
わ
か
ら
な
い
が
、

一
対
の
馬
と
鹿
の
副
文
が
あ
り
、
そ
の
上
下
に
小
さ
な
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
が

み
ら
れ
る
。

　
　

b
l
㈹
連
珠
対
孔
雀

「
貴
」
字
文
錦

(
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土

・
五
九
六

・
六
〇
四

.

六

一
七
年
紀
出
土
)
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b
l
ω
同
様
赤
地
に
白
色
の
連
珠
文
様
と
紺
色
の

一
対
の
鳥
文
様
、
副
文

に
貴
字
と
動
物
文
様
が
描
か
れ
て

い
る
。

次
に
、
同
じ
連
珠
文
様
と
鳥
文
を
組

み
合
わ
せ
た
文
様
で
も
b
ー
ω
～
㈲
と
は

タ
イ
プ
の
異
な
る
文
様
を
紹
介
す
る
。

　
の

b
ー
ω
連
珠
対
孔
雀
文
錦

(カ
ラ
ホ
ー
ジ
ャ
)

　
　

b
I
㈲
双
鳳
連
珠
文
長
斑
錦

(正
倉
院

)

　
　

b
ー
㈲
焦
茶
地
双
鳳
珠
円
文
錦

(東
京
国
立
博
物
館
)

以
上
の
類
裂
の
中
の
問
題
点
と
し
て
、
連
珠
の
形
式
と
主
文
の
鳥
文
と
副
文
の

形
に
注
目
し
た
い
『
)

ま
ず
、
連
珠
文
様
は
、
蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
及
び
b
I
ω

・
㈲

・
㈲
は
ω

・
㈲

・

ω
と
比
べ
、
小
珠
で
、
不
揃
い
で
あ
る
。
ま
た
、
蜀
江
錦
と
b
I
ω
の
み
が
、
連

珠
の
内
側
の
円
文
に
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
を
描
き
、
そ
れ
以
外
の
類
裂
は
パ
ル
メ
ッ

ト
文
様
が
な
い
か
わ
り
に
、
連
珠
文
の
内
側
と
外
側
に
円
文
を
描
く
か
、
も
し
く

は
配
色
を
変
え
る
。
そ
し
て
b
l
ω
の
文
様
は
、
正
確
な
円
文
で
は
な
く
や
や
六

角
形
の
固
さ
が
あ
り
、
連
珠
円
文
は

一
つ
一
つ
独
立
し
て
お
ら
ず

、
連
続
し
た
形

と
な
り
、
連
珠
の
中
に
留
め
具
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
b
I
㈲
に
も

み
ら
れ
る
。

次
に
主
文
の
鳥
文
で
あ
る
が
、
b
ー
ω
の
文
様
が
最
も
形
式
的
で
は

っ
き
り
し

て
い
る
。
頭
に
冠
を
の
せ
、
尾
羽
に
小
さ

な
ハ
ー
ト
形
の
文
様
を
並

べ
、
手
羽
の

部
分
は
体
に
横
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
b

ー
ω

・
ω
は
、
頭
に
冠
を
の
せ
、
手
羽

を
上
げ
た
姿
に
、
尾
羽
の
文
様
は

ハ
ー
ト
形
で
は
な
く
連
珠
が
縦
に
六
列
な
ら
ん

で
い
る
。
そ
し
て
㈲
に
な
る
と
尾
羽
の
連
珠
も
形
を
く
ず
し
、
㈲

・
㈲
で
は
尾
羽

に
模
様
は
な
く
繊
細
な
そ
の
姿
は
鳳
と
し
か
名
付
け
ら
れ
な
い
。

副
文
は
、
ω
で
は
み
ら
れ
な
い
が
、
蜀
江
錦
b
ー
ω

・
ω
で
は
、

一
対
の
馬
と

鹿
が
み
ら
れ
る
。
鹿
は
後
ろ
を
ふ
り
返
る
躍
動
感
の
あ
る
姿
だ
が
、
㈲
で
は
裂
の

損
傷
の
た
め
、
全
体
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
そ
の
姿
は
形
式
的
で
動
き

が
み
ら
れ
な
い
。
次
の
㈲

・
㈲
で
は
、
動
物
文
様
の
副
文
の
か
わ
り
に
パ
ル
メ
ッ

ト
文
様
が
大
き
く
描
か
れ
、
特
に
㈲
は
、
華
麗
で
複
雑
な
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様
に
目

を
ひ
か
れ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

西
域
的
で
、
動
き
の
な
い
固
い
文
様

b
ー
ω

西
域
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
動
き
の
あ
る
文
様

蜀
江
錦

・
b
ー
ω

・
㈲

よ
り
中
国
的
で
、
中
国
で
製
作
さ
れ
た
と
わ
か
る
も
の

b
ー
㈹

す
で
に
西
域
の
面
影
は
な
く
、
完
全
に
中
国
様
式
と
な
っ
た
も
の

ーD

1

5

・

6

サ
サ
ン
朝
に
起
源
を
持

つ
、
連
珠
円
文
と
端
祥
的
な
動
物
文
様
と
の
組
み
合
わ

せ
が
広
く
流
行
し
、
染
織
の
文
様

に
積
極
的
に
取
り
込
ま
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た

様
子
が
わ
か
る
。
蜀
江
錦
獅
子
鳳
文
錦
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
蜀
江
錦

獅
子
鳳
文
錦
と
全
く
同
種
の
b
i
ω
に
は
、
年
代
の
わ
か
る
墓
誌
は
伴
出
さ
れ
て

い
な
い
が
、
そ
の
隣
り
の
墓
か
ら
六
六
七
年
の
墓
誌
が
出
土
し
て
い
る
た
め
b
ー

ω
も
そ
れ
に
近

い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
b

l
ω
と
文
様
が
近

い
b
l
㈲
は
、

同
出
の
遺
物
よ
り
六
四
〇
年
以
前
の
も

の
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蜀
江
錦

獅
子
鳳
文
錦
も
六
四
〇
年
以
後
か
ら
六
五
〇
年
の
時
期
の
作
品
で
あ
る
と
想
像
す

る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
法
隆
寺
蜀
江
錦
の
中
に
は
、
格
子
蓮
華
文
錦
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と
獅
子
鳳
文
錦
の
、
こ
の
二
種
類
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
仏
幡
が
残

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
類
列
の
比
較
に
よ
り
格
子
蓮
華
文
錦
の
製
作
を
六
五
〇
年
以
前
を
推
定

し
た
が
、
こ
の
推
定
年
代
は
獅
子
鳳
文
錦

の
推
定
製
作
年
代
と
同
年
代
で
あ
る
。

第
二
章

蜀
江
錦
の
渡
来
年
代

蜀
江
錦
の
格
子
蓮
華
文
錦
の
文
様
は
、
敦
煙
莫
高
窟
の
例
よ
り
階
代
の
流
行
と

考
え
ら
れ
る
が

、
実
際
の
製
作

・
渡
来
年
代
に
は
次
の
諸
説
が
あ
る
。

　あ
　

0
太
田
英
蔵
説

法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
錦
文
に
蜀
江
錦
格
子
蓮
華
文
錦
の
写
し
と
思
わ
れ
る

も
の
が
み
ら
れ
、
六
七
〇
年
に
焼
失

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
金
堂
の
再
建
に
際

し
て
第
七
次
遣
唐
使
の
持
ち
帰

っ
た
も
の
。

　あ
　

口
松
本
包
夫
説

「
日
本
書
紀
」
大
化
三
年

(六
四
七
)
の
条
の
制
定
さ
れ
た
位
冠
の

一
つ
、

大
黒
冠
の
縁
に
車
形
錦
を

つ
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
黒
冠
は
十
三
階
中

十

一
番
目
の
下
位
で
該
当
者
も
多
く

、
年
々
増
加
し
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に

使
用
す
る
錦
は

一
時
の
輸
入
品
で
は
賄
え
き
れ
な
か

っ
た
だ
ろ
う
と
し
、
蜀

江
錦
を
国
産
と
す
る
。

　レ
　

日
河
田

貞
説

蜀
江
錦
の
意
匠
は
西
方
的
で
あ
り

、
西
方
の
人
々
の
好
み
に
あ

っ
た
文
様

で
あ
る
。
そ
こ
で
西
方

へ
の
交
易
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
錦
で
あ
り

、
日
本

へ
西
方
同
様
交
易
品
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
。

口
松
本
説
は
、
雄
略
天
皇
が
錦
織
を
奨
励
し
て
錦
部
連
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら

日
本
の
染
職
技
術
は
孝
徳
朝

(六
世
紀
末
)
に
は
か
な
り
の
水
準
に
あ

っ
た
と
言

わ
れ
、
蜀
江
錦
国
産
説
を
述

べ
て
い
る
。
文
様
で
も
、
日
本
で
の
連
珠
文
様
の
流

　　

　　
　

行
は
あ
り
、
法
隆
寺

・
正
倉
院
裂
の
中
に
も
連
珠
文
錦
が
多
数
所
蔵
さ
れ
、
高
松

塚
古
墳
の
壁
画
に
も
連
珠
文
錦
と
見
ら
れ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
『
)し
か
し
、

現
存
す
る
格
子
蓮
華
文
錦

の
中
に
は
聖
徳
太
子
妃
膳
妃
使
用
と
伝
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
、
伝
承
の
正
否
は
と
も
か
く
、
そ
れ
程
高
貴
な
錦
と
伝
え
ら
れ
た
も
の
が

大
勢
の
下
級
役
人
が
使
用
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
文
様
は
、
蜀
江
錦

に
限
ら
ず
当
時
の
社
会
と
人
々
の
思
想
が
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
蜀

江
錦
の
文
様
だ
け
が
特
別
西
方

へ
の
輸
出
品
と
し
て
考
え
ら
れ
た
文
様
で
は
な
く
、

中
国
で
も
西
域
の
文
様
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
流
行
し
た
そ
の
表
わ
れ
と
考
え
る
。

日
太
田
説
の
第
七
次
遣
唐
使
の
持
ち
帰

っ
た
も
の
か
は
今
後
検
当
の
余
地
は
あ
る

が

、
初
唐
以
前
に
中
国
で
製
作
さ
れ
、
輸
入
さ
れ
た
貴
重
な
錦
と
し
て
蜀
江
錦
を

位
置
づ
け
た
い
。

第
三
章

蜀
江
錦
の
使
用
方
に
つ
い
て

日
本
に
現
存
す
る
蜀
江
錦
の
使
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

0

幡

(法
隆
寺

一
旛

・
東
京
芸
術
大
学

一
旛

・
東
京
国
立
博
物
館
二
旛
所
蔵
)

　
　
　

幡
の
縁
に
格
子
蓮
華
文
錦

、
第

一
坪
に
獅
子
鳳
文
錦
を
使
用
。
奥
村
秀
雄
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氏

に
よ
る
と
、
日
本
に
お
け
る
連
珠
円
文
様
の
流
行
は
天
智

、
持
統

、
文
武

朝

、
つ
ま
り
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
で
あ
り

、
幡
の
製
作
年
代
も
こ

の
頃
と
決
め
て
い
る
。

ま
た
、
格
子
連
華
文
錦
の
残
裂
は
、
他
の
美
術
館
等
に
も
数
多
く
存
在
す

る
が

、
そ
の
中
に
は
、
幡
に
使
用
さ
れ
て
た
と
思
わ
れ
る
折
目
が

つ
い
て
い

る
も
の
が
あ
る
。

口
帯

(法
隆
寺
)

法
隆
寺
寺
伝
に
よ
る
と
、
聖
徳
太
子
妃
膳
妃
の
使
用
さ
れ
た
帯
に
格
子
蓮

華
文
錦
が
あ
る
。

日
白
藍
縁
と
り

(法
隆
寺
)

法
隆
寺
に
残
さ
れ
た
三
枚
の
う
ち
、
二
枚
は
当
初
は
あ
わ
せ
て

一
枚
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
白
藍

の
縁
取
り
に
、
格
子
蓮
華
文
錦
が
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
る
。

⑳
箱
包
み

(法
隆
寺
)

聖
徳
太
子
が
父
用
明
天
皇
の
供

養
を
行

っ
た
証
明
を
、
信
濃
善
光
寺
の
阿

弥
陀
如
来
に
う
か
が

っ
た
折
の
返
書
を
封
じ
た

「善
光
寺
如
来
御
書
箱
」
の

全
面
に
、
格
子
蓮
華
文
錦
が
貼
り

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

格
子
蓮
華
文
錦
は
法
隆
寺
の
幡
に
も
多
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
幡

裂
の
転
用
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

固
褥

(法
隆
寺
)

額
装
仕
立
て
の
亀
甲
唐
草
文
錦
が

二
面
存
在
す
る
が
、
縫
い
合
わ
せ
や
継

ぎ
目
の
様
子
か
ら
、
当
初
は
褥
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
蜀
江
錦
の
使
用
例
は
あ
ま
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く

、

実
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
貴
重
さ
故
に
、
以
前

は
幡
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
転
用
し
て
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
中
国
か
ら
輸
入
し
た
貴
重
な
錦
を
切
断
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
赤
を
主
と
す
る
色
彩
と
、
細
か

い
続
続
す
る
文
様
を
、
大
変
効
果
的
に
使
用
し
て
い
る
点
に
、
注
目
し
た
い
。

中
国
に
お
け
る
使
用
例
は
、
現
存
す
る
蜀
江
錦
類
裂
と
壁
画
に
描
か
れ
た
例
を

参
考
と
し
た
い
。

ω
ミ
イ
ラ
の
面
覆
い

西
域
出
工
の
格
子
蓮
華
文
錦
類
裂
に
、
ミ
イ
ラ
の
面
覆

い
に
使
わ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
。

ω
服
飾

前
述
し
た
敦
煙
莫
高
窟
の
仏
像
僧
祇
に
、
格
子
蓮
華
文
錦
と
同
類
の
文
様

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
亀
甲
唐
草
文
錦
と
同
じ
文
様
が
、
キ
ジ
ル

・
マ
ヤ
洞

の
壁
画
の
ト
カ
ラ
貴
婦
人
の
上
裳
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
服
飾
に

使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

中
国
に
お
け
る
例
用
方
法
の
特
徴
は
、
日
本
で
は
比
較
的
小
さ
な
部
分
に
使
用

し
、

一
度
使

っ
た
後
に
ま
た
新
た
に
転
用
し
て
使
わ
れ
た
の
に
対
し
、
実
際
服
飾

や
ミ
イ
ラ
の
面
覆
い
な
ど
身
に
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
名
高

い
蜀
江
錦
は
、
東
西
間
わ
ず
珍
重
さ
れ
た
は
ず
で
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あ
る
か
ら
、
使
用
で
き
る
人
間
も
お
の
ず

と
限
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
上

、
日
本

で
の
使
用
例
を
み
る
と
、
蜀
江
錦
が
現
在
だ
け
で
な
く
、

れ
程
貴
重

で
あ

っ
た
か
を
物
語

っ
て
い
る
。

お

わ

り

に

当
時
ど

え
る
。

本
稿
は
、
格
子
蓮
華
文
錦
の
文
様
の
比
較
の
み
を
考
証
材
料
と
し
た
が
、
織
の

組
織

、
染
料
な
ど
の
技
術
面
と
当
時
の
服
飾
文
化
を
踏
ま
え
、
獅
子
鳳
文
錦
、
亀

甲
唐
草
文
錦
の
二
種
を
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

(平
成
元
年
度
文
化
財
学
科
卒
業
)

こ
れ
ま
で
文
様
の
比
較
の
上
で
、
蜀
江
錦

の
名
称
の
由
来
、
製
作
年
代
の
問
題
、

そ
し
て
使
用
法
を
述
べ
て
き
た
が
、
現
存

す
る
蜀
江
錦
及
び
類
裂
は
、
い
ず
れ
も

日
本
と
西
域
出
土
の
も
の
ば
か
り
で
、
中
国
本
上
か
ら
出
上
し
た
例
は
見
ら
れ
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。

法
隆
寺
伝
来
の
蜀
江
錦
は
、
日
本

の
上
代
裂
の
中
で
も
最
も
古

い
技
術
と
文
様

を
持

つ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
が

、
単
な
る
装
飾
と
し
て
で
は
な
く
、
強

い
宗
教
性

を
も

っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
古
代
の
文
様
は
当
時
の
人
々
の
信
仰
の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
が
、
染
職
の
文
様
の
場
合
、
技
術

の
進
歩
と
発
展
に
伴

い
徐
々
に
変
化
す

る
。
そ
れ
は
、
服
飾
と
い
う
特
質
が
時
代
を
経

つ
に
つ
れ
て
宗
教
的
な
も
の
か
ら

装
飾
的
な
も
の
へ
と
変
化
す
る
の
だ
が

、
や
は
り
技
術
の
進
歩
も
な
く
て
は
あ
り

得
な
い
。
染
職
の
文
様
は
、
技
術
の
進
歩
と
強
い
関
係
を
も

っ
て
い
る
。

蜀
江
錦
は
文
様
の
流
れ
か
ら
、
晴
代

に
流
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
類

裂
の
出
土
か
ら
製
作
は
初
唐
ま
で
下
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
晴
代
か
ら
初
唐

は
経
錦
か
ら
緯
錦

へ
の
技
術
の
移
る
時
代

で
も
あ
る
。
緯
錦
が
発
明
さ
れ
、
よ
り

大
き
く
複
雑
な
文
様
が
織
ら
れ
て
い
く
中

で
、
蜀
江
錦
は
最
も
古
様
な
作
品
と
い

註

(
1
)

平
職

・
斜
文
織

(綾
織

)

・
縮

子
織
が
織

の
三
原
組

織

で
あ
る

。
平

織

は
最
も

基

本
的
な
組
織

で
、
経
糸
と
緯
糸
を
互

い
に
交
差

さ
せ

て
布

面
を

つ
く

る
。

平
織

の
中

で

も

、
経
糸

に
複
数

の
色
糸
を
用

い
て
文
様
を
表

わ
す
錦
を
複
様
平
組
織

の
経
錦

と

い
う

。

こ
れ

に
対

し
て
緯
糸

で
文
様
を
表

わ
す
錦
を
緯
錦

と

い

い
、
簡
単

な
操
作

で
し
か
も

細

か
な
文
様
を
織
り
出

せ
る
緯
錦

の
特
徴

か
ら
後
世

、
経
錦

に
取

っ
て
代
わ
る

。

佐

々
木
信

三
郎

「
日
本
上
代
経
錦
織
技

術
私
見
」

北
村
哲
郎

「
織

に

つ
い
て
」
(ζ
d
ω
国
¢
ζ

13

・
昭
和

二
七
年

)

今
永
清
士

「平
織

・
用
語
解
説

・
染
織
」
(
ζ
d
Qo
国
d
ζ

81

・
昭
和
三

二
年
)

(
2
)

西
村
兵
部
編

「
日
本

の
美

術
十

二

・
織
物
」

(
至
文
堂

・
昭
和

四
二
年

)

西
村
平
部

蜀
江
錦
解

説

(奈

良
六
大
寺
大
観

・
法

隆
寺

五

・
岩

波
書

店

・
昭
和

四

六

年

)

龍
村
平
蔵

(光

翔
)
「
錦
と
ポ

ロ
の
話
」
(
学
生
社

・
昭
和
四

二
年
)

西
村
兵
部

編

「
織
物
」
(
日
本

の
美
術
十

二

・
至
文
堂

・
昭
和
四

二
年
)

山

辺
知

行

「
東
洋
美
術
第
六
巻

・
工
芸
」
(
朝

日
新
聞
社

・
昭
和
四
四
年

)

山

辺
知
行

「
日
本

の
染
織
第

一
巻

・
法
隆
寺

・
正
倉
院

・
公
家
」
(
中
央

公

論
社

・
昭
和

四
四
年

)
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(
3
)

黒
川
古
文
化

研
究
所

・
白
鶴
美
術
館

・
鐘
紡
繊

維

美
術

館

・
川

島
織

物

・
根
津

美

術
館

・
大
和
文
華

館

・
京
都

柳
家

に
残
裂
が

、
東
京
芸
術

大
学

に
蜀
江
錦

幡
が
伝
わ

っ

て
い
る

。

(
4
)

太

田
英
蔵
著

「
太
田
英
蔵
染

織
史
著
作
集
」

(上
巻

文
化
出
版

局

・
昭
和
六

一
年
)

松
本
包
夫

「
正
倉
院

ぎ
れ
」
(
学
生
社

・
昭
和
五
七
年
発
行

)
等

も
と
も
と
法
隆
寺
宝
物

で
あ

っ
た
も
の
が

、
明
治

の
は

じ

め

ご
ろ

の
正
倉
院

・
法
隆
寺

宝
物
展

の
折

、
入
り

混

っ
て
正
倉

院

へ
伝

わ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

(
5
)

西
村
兵
部
編

「
日
本

の
美
術
十

二

・
十
三
」
(
至
文
堂

・
昭
和

四
二
年

)

(
6
)
前

田
雨
城

「
も

の
と
人
間

の
文
化

史
三
八

色

-
染

と

色
彩

1
」

(
法
政

大
学

出

版

局

・
昭
和

五
五
年

)

(
7
)

原
田
淑
人

「
上
代

の
錦

ー
獅

子
狩
文

錦
を
中
心

に

ー
」

(
ζ
d
Qり
国
¢
ζ

13

・
昭
和

二

七
年

)

原
田
淑
人

「
法
隆
寺
所
蔵
獅

子
狩
文
錦

に
見
ゆ
る
立
樹

に
就

い
て
」

(考

古
学

雑
誌

二
〇

ノ
三

・
昭
和

五
年

)

三
輪
善
之
助

「
法
隆
寺

四
天

王
旗
系
統

の
模
様

」
(
考
古
学
雑
誌

二
〇

ノ
七

・
昭
和

五
年
)

横
張
和
子

「
法
隆
寺

四
騎
獅

子
狩
文
錦

の
成
立

に
つ
い
て
」

(古
代

オ
リ

エ
ン
ト
論

集

・

江
上
波
夫
先
生
喜
寿
記
念

・
古
代

オ
リ

エ
ン
ト
博
物

館

編

・
山

川
出
版

社

・
昭
和

五

九

年

)
(
8
)

木
内
武
男

・
沢

田
む

つ
代

「
法
隆

寺
献
納
宝
物

(重
文

)
広

東
小

幡

に

つ
い

て
」
(
ζ
d
Qり
国
d
ζ

68

・
昭
和

四
八
年

)

2

(
9
)

林

巳
奈
夫

「
漢
代

の
文
物

」
(京
都

大
学

人
文
科
学
研
究
所

・
昭
和

五

一
年

)

(
10
)

渡
辺
素
舟

「
日
本
服
飾
美
術
史

・
上

」
(
雄
山
閣

・
昭
和

四
八
年

)

(
11
)

明
石
染
人

「
染
織
文
様
史

の
研
究

」
(
思
文
閣
出
版

・
昭
和

六
年

)

(
12
)

林

良

一

「
仏
教
美
術

の
装
飾
文
様

八

・
九

・
十

ー
パ

ル
メ

ッ
ト

ー

一
・
二

・
三

」

(仏

教
芸
術

一
〇

八

・
一
一
一
・
一
一
四

・
昭
和
五

一
・
五

二
年

)

吉
村

怜

「
雲
岡

に
於

け
る
蓮
花
化
生

の
表

現
」

(
美
術

史

三

七
く
○
ピ
×
Z
O
二

・
昭
和

三

五
年

)

加
藤
恭
太
郎

「
蓮
弁
文
様

に

つ
い
て
」
(
民
芸

一
四
三
)

林

良

一

「
仏
教
美
術

の
装

飾
文

様

四

・
五

・
六

・
七

ー
蓮
華

-

一
・
二

・
三

・
四

」

(仏
教
芸
術

九

八

・
九
九

・
一
〇
四

・

一
〇
五

・
昭
和
四
九

・
五
〇

・
五

一
年

)

河

田

貞

「
日
本

に
お
け
る
蓮
文
様

の
展
開
」
(
日
本

の
文
様

二
五

・
光

琳
社

・
昭
和

五

一
年

)

小

口
八
郎

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド

・
古
美

術
材
料

・
技
法
の
東
西
交
流

」
(
日
本
書

籍
株

式
会

社

・
昭
和

五
六
年

)

肥
塚

隆

「
イ
ン
ド
美
術

に
お
け
る
動
植
物
表
現
」
(
「
宗
教
美
術

に
お
け

る
動
植

物
表

現
」
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財

団
助

成
研
究
会

京
都
国
立
博
物
館

・
昭
和

五
九

年

)

會
布
川
寛

「
中
国
古
代
美
術

に
お
け
る
動
物
表
現
」
(
同
)

中
野
玄

三

「
日
本

の
動
物
表

現
」
(
同
)

(
13

)

太

田
英
蔵

「
太

田
英
蔵
染
織
史
著

作
集

・
上
」
(
文
化
出
版
局

・
昭
和

六

一
年

)

(
14
)

野
間
清

六

「
連
珠
文
拾
遺

」
(
考
古
学
雑
誌

二
一ニ
ノ
8

・
昭
和
年

)

奥

田
誠

一

「
東
洋

の
古
代
織
物

に
於
け
る
波
斯
模
様

に
就

い
て
」
(
国
華

三

〇

八

・
大

正

二
年

)

道
明
三
保

子

「
サ
サ
ン
の
連
珠

円
文
錦

の
成
立
と
意
味
」
(
深
井
晋
司
博

士
追

悼

「
シ

ル

ク

ロ
ー
ド
美
術
論
集
」

)
(吉

川
弘
文

館

・
昭
和
六
二
年

)

松
本
包
夫

「
染
織

・
そ
の
西
方

的
要
素

(
太
陽

・
正
倉
院
と

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
)

」

(
平

凡

社

・
昭
和

五
六
年

)

(
15

)

増

田
精

一

「
サ
サ
ン
風
意

匠
の
源
流

」
(
世
界

の
大
遺
跡
四

・
メ
ソ
ポ

タ

ミ

ア
と

ペ

ル
シ
ア

・
講
談
社

・
昭
和

五
六
年

)

深
井
晋
司

・
杉
山

二
郎

・
田
辺
勝
美

・
道
明
三
保
子

「
ダ

ー

ク

・
イ

・
ブ

ス
タ

ー

ン
遺

跡

の
調
査
」

(国
華

一
〇

三
三

・
昭
和
五
五
年

)

上
野

ア
キ

「
ア
ス
タ

ー
ナ
墓
群

」
(
「
新
発
掘
報
告
中
国

の
美
術
と
考
古
」

六
興

出
版

・
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昭
和
五

二
年

)

山
辺
知
行

「
中
央

ア
ジ
ア
出
土
裂

に

つ
い
て
」
(
竃
d
Qり
国
d
ζ

23

・
昭
和

六
年
)

西
村
兵
部

「
ヘ
デ
ィ
ン
探
険
隊
発
見

の
漢
代

の
絹
上

・
下
」
(
考
古
学
雑

誌

四

一
ノ
ニ

・

三

・
昭
和
三

一
年

)

尾
形
充
彦

「
古
代

の
染
織
品

に

つ
い
て
」
(
日
本

美
術
工
芸
九

ー
五

八
八

・
昭
和

六
三
年
)

深
田
久
弥

・
長
沢
和
俊

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド

ー
過
去
と
現
在
」
(
臼
水
社

・
昭
和

四

二
年

)

吉
田
光
邦

「
染
織

の
東
西
交
渉

」
(染
織

の
文
化

四

・
染
織

の
道

・
文
明
交

差

の

回
廊

・

朝
日
新
聞
社
編

・
昭
和

六
〇
年

)

長
澤
和
俊

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
染
織

」
(
同
)

長
澤
和
俊

「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
博
物
誌

」
(
青
土
社

・
昭
和
六
二
年

)

長
澤
和
俊

「
概
説

・
漢
唐

の
染
織

と
西
域

へ
の
伝
播
」
(
染
織

の
美
三
〇

・
昭
和

五
九
年
)

岡
崎

敬

「
ア

ス
タ

ァ
ナ
古
墳
群

の
研
究

ー
ス
タ
イ

ン
探
険
隊

の
調
査
を

中
心

と

し

て
」

(仏
教
芸
術
十
九
号

・
昭
和

六
年

)

(
16

)

林

良

一

「
葡
萄
唐
草
文
新
考

ー
イ
ー
ラ
ー

ン
系
瑞
呆
文

の
東
漸

1
」

(
美
術

史

三

三
く
○
い

一×

Z
O
・
一

・
昭
和
三

四
年

)

林

良

一

「
サ
ー
サ
ー

ン
朝

王
冠
寳

飾

の
意
志
と
東
傅
」

(美
術
史

二
六
く
○
い
く
目

Z
O
・

蔭

・
昭
和

三
三
年

)

源

豊
宗

コ
唐
草
文
様

」
(
日
本

美
術
工
芸
四
〇
〇
号

・
昭
和

四
七
年

)

林

良

一

「
仏
教
美
術

の
装

飾
文
様

11

1
葡
萄
唐
草
」

(
仏

教
芸

術

二

七

・
昭
和

五

三
年

)

熊
谷
宣
夫

「
葡
萄
唐
草

の
系

譜

-
西
域

に
お
け
る

二

・
三

の
遺
品

に

つ
い
て

ー
」

(
ζ
d

ω
国
¢
竃

一
〇

二

・
昭
和

三
四
年

)

長
広
敏
雄

「
北
魏
唐
草
文
様

の

二

・
三

に
就

い
て
」

(東
報
学
報
京
都

八
)

長
広
敏
雄

「
唐
代

の
唐
草
文

様
」
(
仏
教
芸
術

八

・
昭
和
二
五
年

)

林

良

一

「仏
教
美

術
の
装
飾
文
様

11

1
葡
萄
唐
草

1
」

(仏
教
芸
術

二

七

・
昭
和

五

三
年
)

瀧

精

一

「
北
魏
唐
草
文
様

の
起
源

に
就

い
て
上

・
下
」

(国
華
三

六
二

・
三
六
四
)

伊
東
史
郎

「
葡
萄
唐
草

の

一
展
開

ー
薬
師
寺
金
堂
台
座

の
文
様
を
め
ぐ

っ
て

ー
」

(
京

都

国
立
博
物
館
学
叢
九
号

・
昭
和

六
二
年

)

(
16
)

大
渕
武
美

「
日
本

の
唐
草
」

(光
村
推
古
書
院

・
昭
和
五

八
年

)

森

豊

「
葡
萄
唐
草

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
幻
想
」
(
小
峯
書
店

・
昭
和

四
三
年
)

吉
村
元
雄

「
日
本

の
文
様
史

4

・
飛
鳥
時
代

の
文
様

5

・
天
平

時
代

の
文

様
」

(
日
本

美
術
工
芸
三

一
四

・
三

一
五

・
昭
和

四

一
年

)

吉
田
光
邦

「
文
様

の
博
物
誌
」

(同
朋
舎

・
昭
和
六
〇
年

)

森

豊

「
樹
木

・
生
命

・
信
仰
」

(
六
興
出
版

・
昭
和
五
〇
年

)

溝

口
三
郎
編

「
日
本

の
美
術

二
九
文
様
」

(至
文
堂

・
昭
和

四
三
年

)

小
杉

一
雄

「
日
本

の
文
様

-
起
源
と
歴
史

1
」
(
南
雲
堂

・
昭
和
六
一二
年

)

(
17
)

林
巳
奈
夫

「
中
国
古
代

に
お
け
る
蓮

の
花

の
象
徴
」

(東
方
学
報

・
京

都

五
九

・
昭

和
六

二
年

)

(
18
)

林
巳
奈
夫

「
中
国

の
遺
物

に
表
わ
さ
れ
た

"
気
"

の
図
像
表
現
」
(
東

方
学

報

・
京

都
六

一
・
平
成
元
年

)

井
上

正

「
花
鳥
意
匠

の
基
本
思
想
」

(
「
花
鳥
」
京
都
国
立
博
物
館
編

・
小
学

館

・
昭

和
五
九
年

)

井
上

正

「
仏
教
美
術

に
お
け
る
植
物
表
現
」
(
「
宗

教

美
術

に
お

け
る
動

植
物
表

現

」

京
都
国
立
博
物
館

・
昭
和

五
九
年

)

同

「
飛
鳥
文
様

の

一
系
列

に

つ
い
て
」

(美
術
史

二
四

・
昭
和
三
三
年
)

(
19

)

江
上

繧

「
晴
唐

以
前

の
中
国

に
お

け
る
西
方
系
文
様
」

(日
本
美
術
工
芸
五
〇

一
・

昭
和
五
五
年

)

梅
原
末
治

「
漢
代

の
植
物
文
様

に

つ
い
て
」

(東
洋
史
研
究

・
昭
和

=

一年

)

小
杉

一
雄

「
中
国
文
様
史

の
研
究

」

一16一



梅

原
末
治

「漢

代

の
植
物
文
様

に
就

い
て
」
(東
洋
史
研
究

三

ノ
ニ

・
昭
和

一
二
年

)

江
上
波

夫

「
ア
ジ

ア
文
化
史
研
究

・
論
考
篇

」
(山

川
出
版

)

原

田
淑
人

「漢

代
の
絹
布
」

(博
物
館
研
究

七
ノ

一
・
昭
和

八
年
)

同

「漢

の
織
繍
」

(カ

ラ
ー
デ
ザ
イ
ン

一
〇

ノ
五

・
昭
和
三
九
年

)

佐

々
木

三
郎

「
ノ
イ

ン

・
ウ

ラ
の
双
禽
山

岳
樹

木
文

錦

に
就

て
」

(
ζ
⊂
Qo
国
¢
ζ

22

・

2

昭
和

四
四
年

)

小

玉
新
次
郎

「
パ

ル
ミ
ラ

ー
商
隊
都
市

1
」

(近
藤
出
版
社

・
昭
和

五
五
年

)

道

明
三
保

子

「
絹
文
化

と
羊
毛
文
化

の
交
流
」

(
「
商
隊
都
市

」
新
潮

社

・
昭
和
五
六
年

)

内
藤

匡

「
支
邦

の
工
芸

に
現
れ
た

「
龍
」

の
う

つ
り
か

は
り

1
上

・
中

1
」

(
日
本

美

術

工
芸

一
五
九

・
一
六
〇

・
昭
和

二
六
年

)

小
杉

一
雄

「
寳
雲
文
様

に

つ
い
て
」
(
史
観
第

四
三

・
四
冊

)

(
20
)

名
物
裂

の
蜀
江
錦

は
必
ず
し
も
蜀

で

つ
く
ら
れ
た
錦

で
は
な

い
。
格

子
蓮

華
文

様

が
変
化
し

、
固
定
化

し
た
蜀
江
文
様
が
独
立
し
た
固
有

名

詞
と

な

っ
て

い
る
。

組
織

は

緯
錦

で
あ
り

、
法
隆
寺

蜀
江
錦
と
は
全
く
別

の
グ

ル
ー
プ

に
属

す

る
た

め

、
本

稿

で
は

名
物
裂

の
蜀
江
錦

は
除
外

す
る
。

(
21

)

漢
唐

の
染
織

、

シ
ル
ク

ロ
ー
ド

の
新
出
土
品

(
小
学
館

、
北
京
文

物
出

版

社

・
昭

和

四
八
年

)

A

ヘ
ル

マ
ン
、

「
楼
蘭

、
流

砂

に
埋
も
れ
た
王
都
」
(
松

田
寿
男
訳

・
平

凡
社

・
昭

和

二
八
年

)

郵

健
吾

「
長
沙
馬
王
堆
漢
墓

」
(
「
新
発
掘
報
告

、
中
国

の
美
術
と
考
古
」
六
興
出
版

・

昭
和
五

二
年

)

長
沙
馬
王
堆
漢
墓
上

・
下

(平

凡
社

・
昭
和
五

一
年

)

(
22
)

奨
錦
詩

・
関
友
恵

・
劉

玉
権

「莫

高
窟
晴
代
石
窟

の
時
代
区
分
」

(
中

国
石

窟

・
敦

煙
莫
甲
窟

二

・
平
凡
社

・
昭
和

五
六
年

)

(
23
)

階
書

巻

八
三

「
列
伝
第

四
八

西
域
」

(
24
)

吉

村
元
雄

「
宝
相
花
文
様
考
」

(ζ
d
Qり
国
d
ζ

47

・
昭
和
三
八
年
)

1

林
良

一

「
仏
教
美
術

に
お
け
る
装
飾
文
様

12

1
宝
相
華

1

1
」

(仏
教
芸
術

一
二

一

・
昭
和

五
三
年

)

源
豊
宗

「
宝
相
華
文
様

の
源
流
と
そ

の
展
開
」

(
日
本

美
術

工
芸

四

一
八

・
昭
和

四
八
年

)

樋
畑
雪
湖

「
寳
相
華
文
様
は
併

桑
花

の
寓
生

か
ら

出
発

せ
し
も

の
に
は
あ

ら
ざ

る
乎

」

(考
古
学

雑
誌

一
一
・
四
大
正
九
年

)

樋
畑
雪
湖

「再

び
寳
相
花

に
就

て
」
(
考
古
学
雑
誌

)

(
25
)

「
法
隆

寺
金
堂
壁
画
集
」
(
便
利
堂

・
昭
和

二
六
年

)

(
26
)

太

田
英

蔵

「
太
田
英
蔵
染
織
史
著
作
集
上
」

(文
化
出
版
局

・
昭
和
六

一
年
)

(
27
)

「
中

国
歴
代
織
染
繍
図
録
」
(
上
海
科
学
技
術
出
版
社

・
一
九

八
六
年

)

「
中
国
美
術

全
集

工
芸
美
術
編

6
印
染
織
誘
上
」

(文
物
出
版
社

・
一
九

八
五
年
)

「
中
国

五
千
年
文

物
集
刊

・
織
繍
篇

1
」

(中
華

七
七
年

)

山
辺
知
行

「
ス
タ
イ

ン

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン

・
ニ

ュ
ー

デ
リ

ー
国
立
博

物
館

蔵

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
染

織
」

(
紫
紅
社

・
昭
和
五

四
年

)

>
d
力
国
ぴ

Oo
↓
田

Z
「
毫

Z
国
力
ζ
O
Qo
日

>
Qり
H>
」
(
○
○
ω
ζ
○

勺
¢
しd
口

○
〉
↓
O
Z
Qり

Z
国
乏

U
国
じ
国
H山
Z
U
H>

一
九
八

一
)

(
28
)

〉
・<
O
Z
・ピ
国
○
○
の

召

山
○
↓
Qり
○
山
○
」

(29
)

太

田
英
蔵

「
太
田
英
蔵
染
織
史
著
作
集
下
」

(文
化
出
版
局

・
昭
和
六

一
年
)

(
30
)

ζ
田

Q。
↓
国
知

ζ
≒

「
↓
冨

9
帥
「=

。
量

α
①
=

口

〇
三
コ
Φ
。。
Φ
けΦ
×
艶
Φ
α
Φ
。。一σq
コ
」
(
〉
「

ω
○
「δ
三
巴
。。

充
七
〇
<
9

日
)

(
31

)

沢

田
む

つ
代

「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
上
代

綾

の
綾

文

に

つ

い
て

ー
綾
裂

発
生

か

ら
山
形

・
菱

・
亀

甲
文
に
至
る
ま

で
上

・
下

1
」

(ζ
¢
Qり
国
¢
ζ

71

・
72
昭
和

四
八
年

)

0
■臼

0
乙

西
村
兵
部

「
正
倉
院

綾
と
そ
の
模
様
」

(

ヨ

]≦
¢
Qり
国
¢
]≦
0
)
1

横
張
和

子

「
パ

ル
ミ

ュ
ラ
出
土

の
綾

に
関
す
る

二
～

三
の
問
題
」

(
美
術
史

(
32

)

土
井
弘

「
正
倉

院
宝
物

・
染
織
下
」

(正
倉
院
事
務
所

・
朝
日
新
聞
社

・
昭
和

三
九
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年

)

(
33
)

(
32
)
と
同

(
34
)

井
上
正

「
日
本

古
代

の
花
鳥
表
現
」

(
「
ア
ジ

ア
に
お
け
る
花
鳥
表
現

」

国
際

交
流

美
術
史
研
究
会

・
昭
和
五
八
年

)

林

良

一

「
西

ア
ジ

ア
美
術

に
お
け

る
花
鳥
表

現

ー
ペ

ル
シ
ア
美
術
を
中
心

に

ー
」

(同
)

肥
塚

隆

「
イ

ン
ド

の
花
鳥
表
現
」

(同

)

上
野

ア
キ

「
中
央

ア
ジ
ア
の
花
鳥
表
現

-
新
彊

維
吾
爾
自
治
区

の
場
合

1
」

(同

)

(
35
)

(
26
)
と
同

(
36
)

松
本
包
夫

「
正
倉
院
ぎ
れ
」

(学
生
社

・
昭
和
五
七
年

)

(
37
)

河
田
貞

「
法
隆
寺

・
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
仏

教
文
化
展
開
西
域

の
い
ぶ
き
」

(
法
隆

寺

.

昭
和
六
三
年

)

(
38
)

伊
東
忠
太

「
奈
良
時
代

の
文
様

」
(天

平
芸
術

の
研
究

・
佛
教
美
術

五
)

後
藤
四
郎

「
日
本
美
術
全
集

五

・
正
倉
院

」
(
学
習
研
究
社

・
昭
和

五
三
年

)

(
39
)

林

良

一

「
正
倉
院

の
文
様

・
序

説
」
(
「
正
倉
院

の
文
様
」

日
本

経
済

新
聞

.
昭

和
六
〇
年

)

阿
部

弘

「
正
倉
院

の
文
様

と
工
芸
意

匠
」
(
同

)

松
本
包
夫

「
正
倉
院

の
染
織
文
様

」
(
同
)

林

良

一

「
正
倉
院
文
様

の
源
流

-
樹
下
動
物
文
と
狩
猟
文
を
中

心
に

ー
」
(
同
)

松
島
順
正

「
正
倉
院

の
古
裂

」
(
ζ
d
ω
国
C
竃
8

・
昭
和

二
六
年

)

(
40
)

石

田
尚
豊

「
高
松

塚
古
墳
壁
画
考
」

(
「
日
本
美
術
史
論
集

1
そ
の
構
造

的
把
握

1
」

中
央
公
論
美
術
出
版

・
昭
和
六
三
年

)

猪
熊
兼
勝

・
渡

辺
明
義

「
高
松
塚
古
墳
」

(
日
本

の
美
術

二

一
七

・
至
文

堂

・
昭
和

五
九

年

)

(
41
)

奥
村
秀
雄

「
法
隆
寺
献
納
宝
物

・
染
織

・
褥

工
」
(便
利

堂

・
昭
和
六

一
年

)
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